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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

単著､
共著
の別

① 京阪奈の学術研
究都市（金田章
裕・石川義孝編
『日本の地誌８
近畿圏』所収）

① 近畿地方の人口
の変動

単著

② 小地域統計デー
タを用いたGIS
教育の実践－
GISソフト
「MANDARA」に
よる「統計GIS
プラザ」データ

単著

① ＧＩＳによる小
地域人口統計利
用の課題

単独 日本人口学会第58回
大会

平成18年6月

統計　第57巻第4号

奈良大学情報処理セ
ンター年報　第17号

平成18年4月

平成19年3月

朝倉書店平成18年4月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名
称

発行又は
発表の年月

　前年度に引き続き、主にGISを活用した小地域人口統計の分析を行った。集計結果が公表さ
れはじめた平成17年国勢調査データを活用して関西学研都市地域の分析を行う準備を進め、
平成19年度研究助成を申請した。

　授業時間外の教育活動として、ゼミにおいて下記のような巡検を実施した。
・２年次日帰り巡検（平成18年11月26日）
　「関西学研都市地域の現状と課題」
・３年次宿泊巡検（平成18年10月3日～6日）
　「長崎市と雲仙島原の歴史文化と火山災害」

・近畿都市学会理事、事務局長
・地理情報システム学会理事
・人文地理学会編集委員
・奈良県生涯学習カレッジ（地域学コース）講師
　　演題「電子地図で見る奈良の姿」（平成18年10月28日、奈良大学）
・大阪府立大手前高等学校「集中セミナー」講師
　　テーマ「インターネットで見る世界の人口問題」（平成18年12月7日）

平成18年度役職…地理学科主任、全学人事委員、文学部人事委員、文学部入試委員、文学部
企画委員、授業改善アンケート委員、ＦＤ委員、奈良大学サイクリング倶楽部（文化会所
属）顧問

概　　　　　　　要

（学会発表）

最終学歴

（学術論文）

（著書）

現在の専門分野

著書､学術論文等の名
称

所属学会

研究課題

平　成　１８　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

　日本地理学会、人文地理学会、日本人口学会、地理情報システム学会、
　近畿都市学会、日本都市学会、奈良地理学会

　GISを利用した人口統計などの分析

　京都大学大学院文学研究科地理学専攻修士課程修了

　京都大学文学修士

　人口地理学、地域情報学、地理情報システム（ＧＩＳ）

総務省統計局WEBサイト上の「統
計GISプラザ」の町丁字等別デー
タを、教育用GIS「MANDARA」な
どにより利用する方法を解説し
た。Pp.1-10

テーマセッション４「21世紀の
地域人口統計」の中で、諸地域
人口統計データの利用上の課題
を考察した。

関西文化学術研究都市の建設の
経緯と、最近の問題点を整理し
た。pp.373-376

最新の平成17年国勢調査データ
によりGISを用いて近畿地方を概
観した。pp.17-22


